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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,64 45,65 +0,01 45,70 -0,05

USD / BRL Spot BRL 2,2206 2,2210 +0,0004 2,2337 -0,0127

USD / JPY Spot JPY 101,34 101,30 -0,04 102,07 -0,77

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 54.593 54.786 +193 55.102 -316

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 146,1 147,2 +1,1 136,0 +11,2

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,99 11,02 +0,03 11,18 -0,16

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,230 +0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 299,7 297,1 -2,6 305,2 -8,1

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 7月10日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は大きな材料なく小動きの展開でした。
朝方は特段目立った材料もなかったため前日比あまり変わらない２．２２台前半で小動きとなりましたが、
ポルトガル大手銀の財務懸念はシステミックリスクに波及することはないとの観測が優勢となったため２．２１
台後半へレアルは買い戻されました。ただ、その後は週末を控えてフォローのレアル買いは続かず結局
２．２２近辺で引けています。

先週から正式に選挙キャンペーンが始まったことを受けてルセフ大統領は週末の記者会見でコメントして
います。再選された場合に経済政策をどのように変えるのかという質問に対しては、「政策変更の余地は
限られている。経済成長はグローバルベースで極端に低い。」としてドラスティックに政策運営を行う意思が
ないことを示しており、支持率は低下しているものの従来からの政策を維持する方針のようです。今朝発表
された週次サーベイによると、今年末の成長率見通しは１．０７％から１．０５％へ７週連続で引き下げられ
同インフレ見通しは６．４６％から６．４８％へ引き上げられました。経済回復へ即効性のある施策は限られて
いると思われますが、Ｗ杯が終了して選挙戦が本格化する今後は次期政権候補が実行可能な中長期的
回復軌道を描けるのかが鍵となってくるでしょう。

2014年7月14日

7月11日 6月11日

Sumitomo Mitsui Banking Corporation Brazil    DAILY MARKET REPORT

2,10

2,20

2,30

2,40

2,50

ドルレアルスポットチャート

38

40

42

44

46

48

レアル円スポットチャート

Treasury Department


